
用途地域等の照会 

豊島区 

 

豊島区ホームページ 

豊島区 

 

① 宿泊施設の区分と建築基準法の用途区分について確認してください  

宿泊施設の区分 
旅館業法の許可対象 

（営業日数制限なし） 

住宅宿泊事業法の届出対象 

（営業日数制限あり） 

建築基準法の用途区分 旅館・ホテル※1 住宅の扱い※2 

※1 不特定の方が就寝を伴う利用形態の為、安全

性の観点から防火や避難の規定が厳しくなります。 

※2 建物の形態によって建築基準法上の一戸建て

の住宅、長屋、共同住宅、寄宿舎のいずれかの用途

になります。 

 

 

○：立地可  ×：立地不可  △：延べ面積3000㎡以下であれば立地可  

  ※用途地域がまたがる場合は、過半が属する用途地域の規定が適用されます。 
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【ホテル・旅館など宿泊施設への用途変更を計画されている方へ】 

②へ進む 

③へ進む 

③へ進む 

ご計画場所の用途地域

は豊島区ホームページ

から検索可能です 

。 

 

 

 

 

② 旅館・ホテルの計画ができる用途地域か確認してください 

●建築基準法とその関係規定について適合するよう計画してください。建築基準法上の用途によって適用

される規定が異なるため、用途変更によって法に適合させる改修が必要になる場合があります。 

●建築確認申請が不要な小規模（200㎡以下）の用途変更でも建築基準法に適合させることが必要です。 

 

⚠ 違反状態の建築物について 

建築基準法等に適合させる責任は建物所有者や監理者（事業者）にあります。 

法適合させない違反状態の建築物に対しては建築物の使用禁止、違反部分の是正工事等の指導を行う 

ことになります。建物所有者や監理者（事業者）は是正をしなければなりません。 

https://www.city.toshima.lg.jp/295/machizukuri/toshikekaku/toshikekaku/004037.html
https://www.city.toshima.lg.jp/295/machizukuri/toshikekaku/toshikekaku/004037.html


→次のページへ進む 

図 1 

図2 
路地状敷地取扱い 

→次のページへ進む 

豊島区ホームページ 

 

（① で確認した建築基準法の用途区分に従って進んでください。）  

建築基準法の用途区分 旅館・ホテル※1 住宅の扱い※2 

   

既存の建物物を、ホテル・旅館などの宿泊施設に用途を変更される場合、 

適法に維持・管理されたものでなければ手続きを進めることができません。法に適合しているかどうかは 

ご自身で確認しなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の条件に一つでも当てはまる敷地では旅館・ホテルへ用途変更できません。 

⑴ 道路に対する接道長さが４ｍ未満である。 

接道長さとは、右の図 1のように道路と敷地が 

接する長さのことです。 

 

⑵ 路地状敷地である。 

路地状敷地とは、原則右の図2のように 

道路から見て死角部分のある敷地のことです。 

 

 

 

 

 

④旅館・ホテルの用途変更ができる敷地か確認してください 

④へ進む 

⑤へ進む 

※路地状敷地について 

豊島区ホームページに取扱いを載せて

いますので合わせてご確認ください。 

 

 

 

 

③ 既存の建築物が適法な状態か確認してください 

Ⅲ.適法であることを確認

Ⅱ.検査済み証の有無を調査

Ⅰ.確認済証の有無を調査

既存建築物

確認済証あり

検査済証あり

完了検査後から現在ま
で適法に維持管理され
ていることの確認が必
要。不適合部分があれ
ば是正更工事を行う。

用途変更の検討に進む

検査済証無し

建築物を調査し、確認図
書通りに建築させてい
ることの確認が必要。不
適合部分があれば是正

工事が必要。

用途変更の検討に進む

確認済証無し

法適合を確認すること
が非常に困難である。用
途変更に進めない可能

性が高い。

敷地

死角部分

道路

敷地
接道長さ

道路

https://www.city.toshima.lg.jp/318/documents/rojijoushikichi.pdf


豊島区ホームページ 

区民相談 建築士事務所協会 

ホームページ 

（② で確認した建築基準法の用途区分に従って進んでください。）  

建築基準法の用途区分 旅館・ホテル※1 住宅の扱い※2 

 

上記に記載しているものはあくまで代表的なものであり、その他に幅広い規定に適合させる必要があります。 

適法な用途変更の計画については建築士等の専門家へご相談ください。 

 

以下の相談先の活用もご検討ください。 

●豊島区役所 区民相談 

区民相談課庶務・相談グループ：03-3981-4164 

●建築士事務所協会 豊島支部 

事務局：03-3984-2448 

 

◆法適合のために必要な改修（例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

●このチラシの内容についてのお問い合わせ 

豊島区 都市整備部 建築課 意匠審査G 03-3981-4975 

○旅館業法の営業許可に関するお問い合わせ 

池袋保健所 生活衛生課 環境衛生G 03-3987-4176 

○消防法に関するお問い合わせ（計画場所の管轄をご確認の上、以下の消防署へお問い合わせください） 

・池袋消防署 03-3988-0119     ・豊島消防署 ０３-３９８５-０１１９ 

   

⑤建築基準法等への適法性を専門家の方にご確認ください 

 

⑤へ進む 

：警報設備 

ＷＣ 階段 居室Ｅ 

居室Ｆ 居室Ｇ 

3階 
居室Ｈ 

：非常用照明 

非常用照明        
居室や廊下、階段な
どに、非常用照明の
設置 

ＷＣ 階段 居室Ａ 

居室Ｂ 居室Ｃ 

2階 
居室Ｄ 

：間仕切り壁 

玄関 

ＷＣ 

洗面室 

浴室 

ホール 階段 事務室 

ＬＤＫ 

1 階 

間仕切壁         
居室と避難経路であ
る廊下等の間に、小
屋裏又は天井裏に達
する準耐火構造の間
仕切壁の設置 

防火区画         
階段等の部分に、間仕
切り壁、戸（防火戸）の
設置 

耐火建築物等      
火災警報設備を適切
に設置すれば耐火建
築物等としなくてよい 

階段            
すべり止め、手すり等
の設置 

⑤へ進む 

https://www.city.toshima.lg.jp/398/sodan/1507081107.html
http://www.taaf-toshima.jp/

